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はじめに1

　近年、都市部の地下空間には、電気、ガス、上下水 
道、地下鉄、道路トンネルなど多くのインフラ構造物が
埋設されています。このような現況から、都市部におけ
る下水道管路整備において、既設構造物を避けるよう
に、急曲線、大深度、長距離といった難易度の高い推
進施工が必要となります。そのニーズに応えるべく推進
施工技術の発展はめざましく、追随する推進施工用管
材である合成鋼管についても、より厳しい施工条件に適
応できる管材として進化しています。

合成鋼管2

2.1　構造概要および特徴
　合成鋼管は、膨張性コンク
リートの膨張力を鋼管で拘束す
ることにより、高い管剛性を有
する推進管です。コンクリート
推進管と比較して、大きな耐力
と高い継手水密性（0.6MPa・
1.2MPa）を有していること、外
殻が鋼製であり、施工現場で
の加工や細工が容易であること
から、下水道管路のみならず

様 な々用途で利用され、現場の課題を解決できる管材と
して採用されています（写真−1、図−1、2、表−1）。
　下記に具体的な採用例を示します。
　①短尺製品としても曲げ・せん断耐荷力が大きく、急

曲線で長距離推進施工に適応できます（図−3）。
　②外圧に対する耐荷力が大きく、継手部は高い水密

性を有しており、大深度や軟弱地盤の埋設に適応
できます（図−4）。

　③内圧に対する耐荷力が大きく、継手部は高い水密
性を有しており、伏越し管や雨水貯留管の用途に
適応できます（図−5）。

　④外殻が鋼製のため、接続部施工の自由度が高く、
大きな流入管用開口が可能で、中間マンホール構
築の省略が可能になります（図−6）。

合成鋼管の適用範囲拡大と
ボックス曲線推進施工への対応
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特　集 令和の長距離・曲線推進

写真−1　合成鋼管採用状況
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図−1　合成鋼管の形状

図−2　合成鋼管継手部詳細

表−1　合成鋼管標準寸法

表−2　（公社）日本下水道協会Ⅱ類認定資器材登録規格

図−3　曲線推進 図−4　大深度施工 図−5　内圧管 図−6　大きな流入開口加工


